
ペテンに満ちた回答に抗議！
大いに不満を表明し、交渉集約

２０２５春闘

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
、
２
０
２

５
年
度
賃
金
引
き
上
げ
、
夏

季
手
当
及
び
諸
要
求
に
つ
い

て
、
ベ
ア
１
８
，
０
０
０
円
、

定
期
昇
給
６
，
０
０
０
円

（
１
，
５
０
０
円
×
乗
数
４
）

及
び
基
準
昇
給
額
の
逓
減
撤

廃
、
夏
季
手
当
３
．
５
ヶ
月

プ
ラ
ス

万
円
、
更
に
専
任

10

社
員
は
プ
ラ
ス
５
万
円
な
ど

を
柱
に
、
精
力
的
に
闘
っ
て

き
ま
し
た
。
２
月

日
の
第

20

１
回
団
体
交
渉
か
ら
再
申
し

入
れ
を
含
め
、
７
回
の
団
体

交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

社
員
の
切
実
な
要
求
で
あ

る
基
本
給
や
手
当
な
ど
の
賃

金
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ｒ
東
海
労
は
要
求
の
根
拠
を

丁
寧
に
説
明
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
会
社
は
、
賃
金

を
抑
え
よ
う
と
す
る
言
い
訳

に
終
始
し
、
全
て
の
項
目
に

お
い
て
対
立
し
ま
し
た
。
３

月

日
の
第
６
回
団
体
交
渉

11
で
、
会
社
か
ら
回
答
が
示
さ

れ
ま
し
た
が
、
他
の
企
業
と

比
較
し
て
も
か
な
り
の
低
額

の
上
、
一
時
金
ま
で
も
賃
上

げ
と
回
答
し
た
た
め
、
激
し

く
抗
議
し
ま
し
た
。

３
月

日
、
再
申
し
入
れ

17

と
な
る
第
７
回
団
体
交
渉
に

お
い
て
も
、
会
社
の
態
度
は

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
本
部
は
持
ち
回
り

執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
他

労
組
が
早
期
妥
結
す
る
中
、

こ
れ
以
上
の
進
展
は
な
い
と

判
断
、
会
社
に
不
満
を
表
明

し
、
３
月

日
に
交
渉
を
集

24

約
し
ま
し
た
。

以
下
、
第
４
回
団
体
交
渉

以
降
の
主
な
経
過
で
す
。

第
４
回
団
交
（
２
月

日
）

28

祝
日
手
当
、
出
向
社
員
・

専
任
社
員
の
労
働
条
件
、
リ

ニ
ア
建
設
、
要
員
問
題
な
ど

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

祝
日
手
当
・
繁
忙
期
手
当

の
復
活
・
新
設
に
つ
い
て
、

組
合
は
「
年
間

万
円
の
減

10

収
と
な
っ
た
。
祝
日
の
特
殊

性
を
考
慮
せ
よ
。
繁
忙
期
は

社
員
は
大
変
な
業
務
を
担
っ

て
い
る
」
な
ど
と
主
張
し
ま

し
た
。

出
向
社
員
の
労
働
条
件
な

ど
に
つ
い
て
、
組
合
は
「
社

籍
が
Ｊ
Ｒ
東
海
で
あ
る
。
本

体
と
賃
金
・
労
働
条
件
に
差

を
付
け
る
な
。
希
望
を
し
て

い
な
い
出
向
者
は
理
不
尽
な

扱
い
を
受
け
て
い
る
」
な
ど

と
主
張
し
ま
し
た
。

専
任
社
員
の
労
働
条
件
な

ど
に
つ
い
て
、
組
合
は
「
賃

金
が
半
分
以
下
で
、
労
働
条

件
は
現
職
と
同
じ
で
あ
る
こ

と
は
大
き
な
差
別
だ
。
労
働

時
間
を
短
縮
す
る
か
、
休
日

を
増
や
す
の
は
当
た
り
前

だ
。
一
流
企
業
を
名
乗
る
Ｊ

Ｒ
東
海
が
、
国
の
補
助
金
を

当
て
に
す
る
な
ど
、
世
間
か

ら
見
れ
ば
常
識
的
で
は
な

い
」
な
ど
と
主
張
し
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
建
設
に
つ
い
て
、

組
合
は
「
財
投
の
残
金
は
１

兆
円
に
な
っ
た
。
２
０
２
７

年
以
降
に
工
事
が
完
了
す
る

工
区
は

箇
所
に
も
及
ぶ
。

18

開
通
見
通
し
が
で
き
な
い
よ

う
で
は
経
営
破
綻
は
確
実

だ
。
今
す
ぐ
建
設
を
中
止
せ

よ
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

会
社
は
、
全
て
の
項
目
に

つ
い
て
否
定
的
な
回
答
に
終

始
し
、
対
立
し
ま
し
た
。

第
５
回
団
交
（
３
月
４
日
）

ベ
ア
、
定
期
昇
給
、
手
当

な
ど
に
つ
い
て
再
度
議
論
し

ま
し
た
。
組
合
は
「
要
求
の

満
額
を
出
せ
る
条
件
は
十
分

あ
る
。
調
整
手
当
を
ベ
ア
の

回
答
と
し
て
一
緒
に
出
す

な
。
あ
く
ま
で
も
手
当
で
あ

る
。
都
市
手
当
の
要
素
か
ら

付
け
た
手
当
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
東
京
と
地

方
が
同
じ
な
の
か
。
物
価
、

特
に
住
宅
賃
貸
料
は
突
出
し

て
い
る
。
特
殊
な
勤
務
体
系

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
祝
日
手

当
や
食
事
手
当
は
付
け
る
べ

き
。
扶
養
手
当
は
子
ど
も
手

当
を
増
や
し
て
い
る
か
ら
良

い
だ
ろ
う
と
い
う
理
屈
は
お

か
し
い
」
な
ど
と
主
張
し
ま

し
た
。

会
社
は
「
手
当
は
、
令
和

２
年
度
に
改
訂
し
た
の
で
、

こ
れ
を
変
え
る
考
え
は
な

い
。
今
回
の
手
当
改
正
で
は
、

会
社
は
社
員
が
意
欲
を
も
っ

て
将
来
に
わ
た
っ
て
働
い
て

も
ら
う
た
め
に
、
原
資
の
再

配
分
を
行
い
、
相
当
持
ち
出

し
て
い
る
」
な
ど
と
回
答
し
、

対
立
し
ま
し
た
。

第
６
回
団
交
（
３
月

日
）

11

会
社
か
ら
下
表
の
通
り
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

組
合
は
回
答
に
対
し
、
こ

ん
な
低
額
で
は
話
に
な
ら
な

い
し
、
検
討
に
も
値
し
な
い

と
し
て
、
団
交
席
上
で
再
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

第
７
回
団
交
（
３
月

日
）

17

組
合
は
「
ベ
ア
は
Ｊ
Ｒ
東

日
本
で
１
万
３
，
０
０
０
円

超
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
１
万
２
，

２
０
０
円
で
あ
る
。
純
利
益

は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
Ｊ
Ｒ
東

海
の
約
半
分
強
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
は
３
分
の
１
以
下
だ
。
Ｊ

Ｒ
ト
ッ
プ
の
純
利
益
を
計
上

し
て
い
る
。
賃
金
抑
制
も
は

な
は
だ
し
い
。
ベ
ア
を
抑
制

す
る
理
由
は
な
い
。
他
の
民

間
企
業
で
も
、
軒
並
み
１
万

５
，
０
０
０
円
前
後
の
ベ
ア

を
出
し
て
い
る
。
全
社
員
を

対
象
と
し
な
い
調
整
手
当
増

額
分
と
『
育
児
・
介
護
・
治

療
・
転
勤
等
に
係
る
制
度
の

見
直
し
』
で
、
社
員
平
均
１
，

９
０
０
円
を
含
め
た
金
額
ま

で
も
賃
上
げ
と
し
て
回
答
し

た
が
、
こ
れ
は
全
社
員
が
受

け
取
れ
る
手
当
で
は
な
い
。

賃
上
げ
と
は
、
退
職
す
る
ま

で
受
け
取
れ
る
賃
金
の
こ
と

だ
。
一
時
金
ま
で
も
賃
上
げ

回
答
に
入
れ
る
こ
と
は
、
ペ

テ
ン
だ
。
抗
議
す
る
。
社
員

か
ら
は
詐
欺
と
の
意
見
も
出

て
い
る
。
出
し
し
ぶ
り
の
要

因
は
、
リ
ニ
ア
の
他
に
も
何

か
あ
る
の
か
。
要
求
通
り
、

満
額
回
答
せ
よ
」
と
主
張
し

ま
し
た
。

会
社
は
、
「
当
社
の
経
営

状
況
、
取
り
巻
く
情
勢
な
ど

を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
判
断

し
た
精
一
杯
の
回
答
だ
。
純

利
益
が
良
い
か
ら
と
い
っ

て
、
ベ
ア
を
上
げ
る
と
は
な

ら
な
い
。
他
社
と
単
純
に
比

較
は
し
な
い
。
回
答
を
撤
回

す
る
考
え
は
な
い
」
と
主
張

し
、
激
し
く
対
立
し
ま
し
た
。
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会 社 回 答
１．新賃金
（１）定期昇給の標準乗数は４とする。
（２）35歳ポイントの基本給を8,000円引き上げる。
（３）日直・宿直手当を以下のとおり引き上げる。
日直手当：５時間を超える場合700円、５時間以内の場合400円
宿直手当：８時間を超える場合700円、８時間以内の場合400円

※（１）（２）及び調整手当（Ｂ級地）引上げにより、35歳ポイン
トで基準内賃金は17,000円（5.0％）引上げ、その他の「育児・
介護・治療・転勤等に係る制度の見直し」における賃金改善原資
（社員平均1,900円）を含めて18,900円（5.5％）の賃金改善

２．夏季手当
（１）支給月数３．０５箇月分とする。
（２）支給日は６月30日以降準備でき次第とする。



３
月

日
、
東
海
道
新
幹

15

線
豊
橋
～
三
河
安
城
駅
間
走

行
中
の
、
「
の
ぞ
み
３
１
７

号
」
の

号
車
の
窓
ガ
ラ
ス

16

に
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
ま
し

た
。
原
因
は
、
豊
橋
～
三
河

安
城
駅
間
に
あ
る
坂
野
坂
ト

ン
ネ
ル
内
の
信
号
・
通
信
ケ

ー
ブ
ル
管
路
の
蓋
（
鉄
板
）

が
外
れ
て
飛
び
、
新
幹
線
の

窓
ガ
ラ
ス
に
当
た
っ
た
も
の

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
飛
散
し
た
管
路
の
蓋

は
、
厚
さ
３
㎜
、
重
量
約
４

㎏
も
あ
る
鉄
板
で
、
大
惨
事

に
至
る
可
能
性
も
あ
り
ま
し

た
。新

幹
線
地
本
は
原
因
究
明

と
恒
久
的
な
対
策
の
実
施
を

求
め
て
会
社
に
団
体
交
渉
開

催
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

申
し
入
れ
の
要
旨
は
、
①

事
象
の
発
生
に
つ
い
て
詳
細

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
②

車
両
お
よ
び
ト
ン
ネ
ル
内
の

損
傷
状
態
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。
③
管
路
の
蓋

が
飛
散
し
た
原
因
に
つ
い
て

詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。
④
３
月

日
に
発
生
し

14

た
豊
橋
駅
に
お
け
る
ポ
イ
ン

ト
不
転
換
と
の
関
連
の
有
無

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。
⑤
再
発
防
止
対
策
に
つ

い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

⑥
他
の
個
所
に
つ
い
て
も
一

斉
点
検
を
す
る
こ
と
。
⑦
重

大
な
事
故
等
が
発
生
し
た
際

は
労
働
組
合
に
早
急
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
、
で
す
。

静
岡
地
本
は
３
月
３
日
、

天
竜
林
業
高
校
事
件
の
支
援

者
団
体
の
呼
び
か
け
に
よ

り
、
北
川
好
伸
さ
ん
の
再
審

開
始
を
求
め
て
、
静
岡
地
裁

浜
松
支
部
と
静
岡
地
検
浜
松

支
部
に
要
請
行
動
を
行
い
ま

し
た
。

地
裁
浜
松
支
部
に
は
、「
北

川
さ
ん
に
２
度
目
の
賄
賂
を

贈
っ
た
と
さ
れ
た
元
天
竜
市

長
の
ア
リ
バ
イ
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
裁
判
所
は
、
検
察

官
に
証
拠
開
示
を
命
じ
、
意

見
書
提
出
を
実
行
さ
せ
、
三

者
協
議
を
開
催
す
べ
き
。
北

川
さ
ん
は
、
接
見
禁
止
で
３

４
５
日
間
の
勾
留
が
行
わ
れ

た
人
質
司
法
の
犠
牲
者
で
あ

る
。
中
谷
さ
ん
の
『
取
り
調

べ
メ
モ
』
の
記
述
は
、
警
察
、

検
察
が
連
携
し
て
つ
く
っ
た

も
の
で
あ
り
冤
罪
事
件
で
あ

る
。
一
刻
も
早
い
再
審
を
開

始
す
る
こ
と
」
と
要
請
し
ま

し
た
。

地
検
浜
松
支
部
に
は
、「
北

川
さ
ん
の
勾
留
期
間
中
、
弁

護
士
と
の
接
見
妨
害
や
人
格

権
の
侵
害
に
当
た
る
暴
言
や

叱
責
が
繰
り
返
さ
れ
、
違
法
、

不
当
な
取
り
調
べ
の
実
態
が

あ
る
。
元
天
竜
市
長
の
ア
リ

バ
イ
は
、
２
０
２
２
年
１
月

の
証
拠
開
示
に
よ
る
『
取
り

調
べ
メ
モ
』
か
ら
判
明
し
た
。

一
刻
も
早
い
再
審
開
始
に
向

け
た
三
者
協
議
の
開
催
を
す

る
こ
と
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

（２）第４９４号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０２５年（令和７年）４月１日

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
３
月
26

日
、
２
０
２
５
年
賃
金
引
き

上
げ
に
伴
う
配
分
交
渉
の
第

１
回
団
体
交
渉
を
開
催
し
ま

し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
、
基

本
給
引
き
上
げ
分
の
８
，
０

０
０
円
は
、
専
任
社
員
を
含

む
全
組
合
員
一
律
に
、
全
て

を
基
本
給
に
配
分
す
る
こ
と

を
要
求
し
ま
し
た
。

組
合
は
「
ベ
ア
は
全
社
員

が
平
等
に
受
け
取
る
べ
き

だ
。
物
価
高
騰
で
全
社
員
が

苦
労
し
て
い
る
。
等
級
に
限

ら
ず
、
生
活
の
た
め
の
物
品

購
入
は
平
等
だ
。
こ
の
間
の

配
分
は
、
上
位
職
ほ
ど
高
額

で
、
若
い
世
代
は
い
つ
ま
で

経
っ
て
も
低
額
の
ま
ま
だ
。

若
い
人
の
配
分
を
少
な
く
す

れ
ば
、
入
社
希
望
者
は
減
少

す
る
し
、
離
職
も
更
に
進
む
。

若
い
世
代
の
生
活
を
考
え

ろ
。
こ
れ
以
上
の
格
差
は
付

け
る
な
。
努
力
し
た
者
は
、

昇
格
・
昇
給
で
報
わ
れ
て
い

る
。
貴
側
の
要
求
内
容
を
含

め
て
判
断
す
る
と
回
答
し
た

新
幹
線
関
西
地
本
の
下
茂

春
美
さ
ん
、
西
三
喜
夫
さ
ん
、

前
田
稔
さ
ん
が
訴
え
て
い
た

「
強
制
出
向
裁
判
」
で
、
大

阪
高
裁
は
２
月

日
、
不
当

28

判
決
を
出
し
ま
し
た
。

控
訴
人
（
一
審
原
告
）
３

名
は
、
会
社
が

歳
原
則
出
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向
制
度
を
悪
用
し
、
労
働
組

合
活
動
を
妨
害
す
る
た
め
に

運
輸
所
職
場
か
ら
放
逐
し
た

こ
と
、
専
任
社
員
雇
用
契
約

書
に
署
名
・
捺
印
し
た
の
は

が
、
一
度
も
要
求
を
受
け
入

れ
た
こ
と
は
な
い
。
専
任
社

員
は
新
入
社
員
よ
り
低
い
賃

金
で
、
若
い
世
代
と
同
等
の

仕
事
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
」

専
任
社
員
と
し
て
雇
用
さ
れ

る
た
め
で
、
出
向
に
は
同
意

し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
主

張
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
阪
地
裁
、
大

阪
高
裁
と
も
に
、
被
告
（
Ｊ

Ｒ
東
海
）
の
主
張
を
全
面
的

に
受
け
入
れ
た
の
で
す
。

新
幹
線
関
西
地
本
の
仲
間

は
不
当
判
決
に
抗
し
、
出
向

先
で
結
成
し
た
Ｊ
Ｓ
労
の
仲

間
と
共
に
闘
っ
て
い
ま
す
。

な
ど
と
主
張
し
ま
し
た
。

会
社
は
「
努
力
し
た
者
が

報
わ
れ
る
と
し
た
過
去
の
取

り
扱
い
を
含
め
、
貴
側
の
主

張
を
踏
ま
え
つ
つ
検
討
す

る
。
専
任
社
員
も
大
事
な
経

営
資
源
で
あ
る
。
一
律
に
賃

上
げ
し
た
場
合
、
率
で
格
差

が
付
く
。
率
が
望
ま
し
い
」

と
回
答
し
、
対
立
し
ま
し
た
。

ベ
ア
の
格
差
配
分
は
や
め
全
社
員
一
律
に
せ
よ
！

ベ
ア
配
分
第
１
回
団
交

新
幹
線
に
鉄
板
直
撃
、
あ
わ
や
大
惨
事

新
幹
線
地
本
が
申
し
入
れ

同
意
な
き
出
向
は
違
法
だ
！

強
制
出
向
裁
判
不
当
判
決

天
竜
林
業
高
校
事
件
・
北
川
さ
ん
は
無
実
だ
！

再
審
を
求
め
要
請
行
動

悩む前に、お気軽に相談を！
「労働者支援相談センター」開設

職場における相談内容

★ハラスメント

★賃金未払い

★不当な解雇や処分

★不当な出向や配転など

相談の方法

◆メール ＪＲ東海労ＨＰより専用の

アイコンをクリック

◆電話 ０９０－８１０９－８３７９

※電話受付は平日10：30～14：30

Ｏ
Ｂ
会
情
報
「
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
」
一
新
、
再
ス
タ
ー
ト

現職と共に！ ＯＢ会は生まれ変わりました！


